











































































































































(C) が，各個人の所得 (Y) と，所得に対して消費に供する割合である「消





































































































































































































































































































































































































































































































































































































尺度を求めること」(Sombart [ibid: 131]) という２つの基準があると言う。
そして，②の客観的尺度には，「人間に心理的あるいはいわゆる文化的に






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ある (Veblen [ibid: 115])。
ある消費行動が「浪費」であるか否か，あるいは，ある商品を消費する
のに際して有用性があるか否かは，ヴェブレンの言葉を借りれば，「人間









































































































































































































































































として見ているだけではいけない」(Douglas & Isherwood [1979=1984: 2]) の
である。結果としての消費現象を観察し，それがあらかじめ「節約＝効率
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